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　丹後・丹波・山城の３国からなる京都府は、太古から多くの人々が生活し、個性豊かな文化

が生まれた土地です。現在、私たちが立っている地面の下にも、昔の人たちの生活の痕跡が眠っ

ているかもしれません。

　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターは、国や京都府などが実施する公共事業が、

遺跡のある場所で実施される場合、それに先立ち、京都府教育委員会の指導に基づいて埋蔵文

化財の発掘調査を行っています。

　建物の柱穴や石組みなどの遺構や、埴輪、土器、瓦の数々。それら発掘調査で得た成果を詳

細に記録、考察し、「調査報告書」にまとめます。調査後その場所が埋めもどされても、昔の人

たちが考え、生きてきたことの証は、出土した遺物とともに未来へと伝えられます。

　さらに、当調査研究センターは、これらの遺産を大切に保存することはもとより、府民の皆

様に埋蔵文化財の大切さを知っていただくため、展示やセミナーなど、公開・活用の事業も行っ

ています。

　埋蔵文化財は、文献などの記録では知ることのできない地域の歴史と文化を生き生きと物語

る国民共有の財産です。当調査研究センターは、この貴重な文化財を守り伝えるため、毎日責

任感と緊張感をもって作業を行っています。



笠置町史跡及び名勝笠置山3

整 理 報 告 普 及 啓 発

遺跡が所在する場所で開発事業が行われ、埋蔵文
化財が壊れる恐れのある場合に、現地で発掘作業
を実施し、写真や図面を使って、検出した遺構の
記録保存を行います。

現地作業終了後、遺構の写真や図面の整理、出
土遺物の整理等作業を経て、調査成果をとりま
とめた報告書を刊行します。

発掘調査で得られた成果を、府民の皆様をはじ
め多くの人たちに知っていただき、郷土の歴史
や文化財に親しみを持っていただく催しを行っ
ています。

発 掘 調 査

事業の  つの柱
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公共事業等に伴って事前に埋蔵文化財の発掘調査が必要と

なった場合は、京都府教育委員会の指導に基づき、開発事

業者と当調査研究センターが調査に係る現地での打ち合わ

せ等（１. 事業協議）を行います。これを受けて、両者で調

査に係る委託契約を締結し、調査に着手することとなりま

す（２. 事業の着手）。

１. 事前協議
　　↓
　２. 事業の着手（契約の締結）
　　↓

３. 調査計画の策定
　　↓
　４. 発掘作業
　　↓
　５. 整理等作業
　　↓
　６. 報告書の刊行・配布
　　↓

７. 事業の精算・完了報告
    （契約の完了）

発掘調査は、３. 調査計画の策定、４. 現地における発掘作

業、５. 調査記録と出土品の整理作業から６. 報告書の刊行・

配布に至る一連の作業によって構成されます。

当該年度末（３月 31 日）の事業完了に伴い、委託料の精算

を行い、委託先に実績報告を提出します。

発掘調査事業の概要

発掘調査の基本的行程模式図
（『京都府における行政目的で行う発掘調査の標準』より抜粋）

調査計画の策定から報告書刊行まで
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発掘作業

②表土等及び遺物包含層の掘
くっさく

削　（重機掘削・人力掘削）

　作業員等が小型の道具を用いて、遺構面を薄く削ることにより、遺構
の輪郭を正確に把握します。

　地表面上に隆起する古墳や建物基礎を除き、平地に所在する遺跡は重
機を用いて表土等を掘削します。
　その後、遺物を含む包含層を掘削する場合は、その状況に対応した大
小の用具を使い人力による掘削を行います。

③遺構の検出（人力掘削）

④遺構の掘削と遺物の検出（人力掘削）

⑤遺構の記録（写真撮影・図面作成）

⑥遺物の記録と取り上げ　（写真撮影・図面作成・人力掘削）

　遺物の出土に留意しながら埋土の基本層位ごとに掘削を行います。玉
類等の微細な遺物の出土が想定される場合は、遺構内の埋土ごとに取り
上げて水洗選別等の方法を用いて遺物を採取します。

　調査員が遺跡の状況や性格、遺構の特徴を十分に認識したうえで写真
撮影を行います。さらに遺構の特徴を的確に把握し、図面を作成します。

　遺物の出土状況を記録するために写真撮影や図面作成を行います。
　遺物の取り上げに際しては、材質などに応じた方法で遺物を破損しな
いように慎重に行います。

⑦発掘現場の公開（現地説明会ほか）

　発掘調査の成果は地域の歴史を知る上で重要なものであるため、その
内容を適切に伝えることができる時期に、地域の住民のみなさんに公開
します。

⑧自然科学的分析

　遺跡の性格を明らかにする上で有効と判断される場合は、土壌等のサ
ンプリングを実施し、専門的な分析をおこないます。

　発掘現場の公開終了後、埋め戻しや現地の引き渡しまでの間に、必要
に応じて遺構の断ち割り等の調査を実施します。

調査計画の策定

①発掘前段階の作業（測量ほか）

　調査対象地を確認したうえで、発掘作業と整理等作業の進行計画、排
土の処分方法や排水計画等を策定し、文化財保護法に基づく届出等の事
務を進めます。また、調査履歴のある遺跡などについては調査歴を調べ
ます。

　十分な現地踏査を実施した上で、掘削前の写真撮影、測量基準点の設置、
地形測量等を行います。
　また、対象となる遺跡の種類や性格に応じて、適切に調査区の設定を
行います。安全対策を十分に考慮しつつ、作業を進めていきます。

発 掘 調 査

⑨補足調査

① 測量

④ 遺構の掘削と遺物の検出

③ 遺構の検出

⑤ 遺構の記録

⑦ 発掘現場の公開

⑨ 補足調査



整理等作業の基本的工程模式図
『京都府における行政目的で行う発掘調査の標準』より抜粋一部加筆
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整 理 報 告

整理作業の流れ

①記録類と遺構の整理

　発掘作業で作成された図面、写真、日誌等の記録類の内容を確認、整理、
集約します。その上で、各遺構の位置づけ等を検討しつつ、報告書の概
略を方向づけます。

（ア）洗浄・乾燥・注記

　遺物を正確に観察できるように付着している土壌等を洗浄し、乾燥さ
せます。その後、遺物の出土地点等の必要な情報を直接書き込み、遺物
全体を観察して作業上必要な選別を行います。

②遺物の整理

（イ）接合

　遺物の破片を接合して本来の器形に近づける作業で、破損しやすいも
のについては、石

せっこう

膏等で補強します。

（ウ）実測・拓本

　遺跡の年代や性格を理解する上で有用な情報をもつ遺物を選択し、観
察しながら計測し図化します（実測）。図面では表現できない遺物の文様
については、拓本（墨の濃淡で表現する図）をとります。

（ア）洗浄

（イ）接合

（ウ）実測
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（エ）遺物の検討

　洗浄から実測・拓本の工程をうけて、遺物全体の検討を行い、報告書
の内容を詰めていきます。

（オ）復元

　遺物本来の姿を理解しやすくするため、接合した遺物の欠落部分を石
膏等で復元します。

　実測図では表現できない遺物の質感や量感、製作手法、遺存状況等を
示すために、写真撮影します。

　考古学的な手法や分析では明らかにしにくい年代測定や環境復元、材
質・原産地の鑑定・同定等の分析を行います。

（カ）遺物の写真撮影

（キ）自然科学的分析

　出土したままの状態では整理等作業や保管に支障をきたすような脆弱
な遺物について、劣化を抑えるための理科学的な処理を施します。

　①（記録類と遺構の整理）と②（遺物の整理）の工程を終えた後、報
告書に記述する個別の遺構・遺物についての基本的内容をまとめる作業
です。

　印刷物として報告書のかたちにまとめる作業で、文章作成・トレース・
版下作成→割付・編集→印刷へと工程が進みます。

　発掘作業で作成された記録類及び整理等作業で作成された資料類や出
土遺物を報告書をインデックスとして利用し、保管できるよう整理区分
します。

（ク）保存処理等

③調査成果の検討

④報告書作成作業

⑤総括整理（保管・活用に備える作業）

整 理 報 告

　発掘調査の成果をまとめた報告書は、広く活用できるように配布する
とともに、当調査研究センターのホームページに掲載します。

⑥報告書刊行・配布

（ウ）拓本

（オ）復元

（カ）遺物の写真撮影

④ トレース

④ デジタルトレース

 ⑥ 報告書刊行
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普 及 啓 発

　当調査研究センターの機関誌として、遺跡の発掘調査速報、略報、セ
ンター内外の研究者の論考・研究ノート・資料紹介、センターのできご
となどを掲載している『京都府埋蔵文化財情報』を定期的に発行してい
ます。
　また、当センターでは、５年ごとに『京都府埋蔵文化財論集』を刊行
しています。

⑥『京都府埋蔵文化財情報』等の発行

　昭和 57 年度から毎年夏休みの期間中に、京都府内の最新の発掘調査
成果について、写真パネルや出土した遺物を展示してわかりやすく紹介
する速報展を開催しています。

②発掘調査成果速報展

　埋蔵文化財セミナーは、京都府内で実施した発掘調査の成果をわかり
やすく説明し、府民の皆様に埋蔵文化財に対する理解を一層深めていた
だき、文化財保護に寄与することを目的に開催しています。

①公開講座　（埋蔵文化財セミナー等）

⑤ホームページ上での調査成果の公開

　これまでの調査成果を公開するとともに、現地説明会や公開講座など
の各種催し物の案内、当調査研究センターの刊行物の公開などをしてい
ます。

　府内の小学校、中学校、高校の生徒を対象に、地域の歴史を学習する
場として発掘調査で出土した土器や石器を用いて出前授業や勾

まがたま

玉づく
り、発掘調査などの体験学習会を行っています。

③出前授業・体験学習

④関西考古学の日

　全国埋蔵文化財法人連絡協議会近畿ブロックが主体となり、７月から
11 月の間、考古学の普及を目的とした催しを行っており、京都の歴史
を紹介する講座を開講しています。

① 埋蔵文化財セミナー

② 発掘調査成果速報展

③ 出前授業

③ 体験学習

④ 考古学講座

⑥ センター刊行物
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　京都府内最大の円墳！丹波の巨大古墳
　鉄剣や短

たんこう

甲、鏡など豊富な副葬品を持ち、丹波地域を治めた有力者の墓と
考えられています。/ 古墳時代 / 綾

あ や べ し

部市史跡私
きさいちまるやま

市円山古墳

　幻の寺院発見！
　川跡に捨てられた大量の土器の中に「神

か み お で ら

雄寺」と書かれた土器があります。記録に残って
いないお寺があったことがわかりました。/ 奈良時代 / 木

き づ が わ し

津川市史跡神
か み お で ら

雄寺跡（馬
ば ば み な み

場南遺跡）

　国内産の三彩陶器が数多く出土
　三

さんさいとうき

彩陶器は緑、白、黄の釉
うわぐすり

薬をかけた焼き物です。木
き づ が わ し

津川市史跡神
か み お で ら

雄寺跡
（馬

ば ば み な み

場南遺跡）で出土した三彩陶器はすべて日本製です。/ 奈良時代

　3,000 年前の縄文住居
　近畿では珍しい、石

いしがこいろ

囲炉をもつ住居です。東日本の影響を受けたと考えら
れます。/ 縄文時代 / 長

ながおかきょうし

岡京市伊
い が じ

賀寺遺跡

　邪悪な侵入者をにらむ
盾
たてがた

形をした埴
は に わ

輪にするどい眼をした顔が表現されていま
す。/ 古墳時代 / 亀

か め お か し

岡市時
ときづか

塚１号墳

　豪華な頭飾りを身につけた女性のお墓
　丹後を治めた一族のお墓です。棺内は赤く塗られ、玉類
を使った頭飾りが被葬者に装着された状態で出土しました。
弥生時代 / 京

きょうたんごし

丹後市史跡赤
あ か さ か い ま い ふ ん ぼ

坂今井墳墓



  調査した遺跡と出土遺物
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　平城京の瓦を作った工房
　奈良時代に瓦

かわら

を焼いたこの窯
かま

では、工房への道には石を敷き詰め、斜面を歩
きやすいように工夫していました。/ 木

き づ が わ し

津川市史跡奈
な ら や ま

良山瓦
かわらがま

窯跡

八角形の住居跡
　弥生時代の八角形の住居跡の中央には炉

ろ あ と

跡があります。炭化した木材
や焼土から燃やされたと考えられます。/ 大

おおやまざきちょう

山崎町松
ま つ だ

田遺跡

丹波の山
やまじろ

城
　京丹波町の交通の要衝に位置する山城です。曲

く る わ

輪や土
ど る い

塁、竪
たてぼり

堀など戦
国時代の山城が良好な状態で確認されました。/ 京

きょうたんばちょう

丹波町三
さんのみやひがし

ノ宮東城跡

多種多様な土器
　他地域から運ばれた土器やその影響を受けた土器も出土しました。
広い地域と交流があった集落でした。/ 弥生時代 / 南

な ん た ん し

丹市池
いけがみ

上遺跡

鮮やかな器たち
　中国産の華

かなんさんさいばん

南三彩盤や織
お り べ や き

部焼などの様々な優品が出土しました。富裕な町人層が
住んでいたと考えられています。/ 江戸時代初期 / 京

き ょ う と し

都市平
へいあんきょう

安 京跡



調査した遺跡と出土遺物

　
阿あ

支き

波は

支ぎ

乃の

之し

多た

波ば

毛も

美み

智ち

□
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　世界遺産を掘る！
　世界文化遺産にも登録されている清

きよみずでら

水寺の本堂（国宝）の舞台
下の発掘調査を初めて行いました。礎石を据えた様子など確認す
る貴重な機会となりました。/ 京

き ょ う と し

都市国宝清水寺本堂

　「西
さ い じ

寺」と押印された瓦
　同じ印板で押印した瓦が京

きょうと

都市西寺跡から出土しています。本来
は平安京内にあった西寺の瓦が、何らかの理由で窯の修理に使われ
ました。/ 平安時代 / 八

や わ た し

幡市美
み の や ま

濃山瓦
かわらがま

窯跡群

　秀吉の石垣現る！ 
　豊臣秀吉が京都の政庁、居所として築いた聚

じゅらくだいほんまるみなみぼり

楽第本丸南堀の石
いしがき

垣が見つかりました。
/ 安土桃山時代 / 京

き ょ う と し

都市聚楽第跡

　万葉の歌木簡
　『万葉集』に収録されている歌の一
部 が 書 か れ て い ま す。/ 奈 良 時 代 /
木
き づ が わ し

津川市史跡神
か み お で ら

雄寺跡（馬
ば ば み な み

場南遺跡）

　秀吉の京都改造
　現在の京都府立鴨

お う き

沂高等学校の敷地内の発掘調査を実施しました。秀吉によって作られた寺町の寺院
に伴う建物や墓地などが見つかりました。/ 安土桃山時代 / 京

き ょ う と し

都市寺
てらまちきゅういき

町旧域・法
ほうじょうじ

成寺跡
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名 称 公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター

沿 革 昭和 56 年（1981）３月 25 日　設立認可
昭和 56 年（1981）４月 １ 日　業務開始（京都市上京区広小路通寺町東入ル中御霊町 424）
昭和 59 年（1984）４月 21 日　現庁舎に移転
平成 23 年（2011）３月 29 日　京都府知事により公益財団法人に認定
平成 23 年（2011）４月 １ 日　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターに名称変更

所 在 地 〒 617-0002　京都府向日市寺戸町南垣内 40 番の３

施 設 敷地面積　3,827㎡ 
建物構造及び面積 
　本　館：鉄筋コンクリート造り 2 階建（一部地下１階）1,027㎡ 
　収蔵庫：鉄骨造り１階建（一部地下１階）458㎡

基 本 金 基本金　10,000,000 円（京都府出えん）

目 的 京都府の区域内に存する埋蔵文化財の調査、保存、活用、研究及び普及啓発等に係る事業を
行い、文化財の保護を図り、もって地域の文化的向上及び発展に寄与する。

事 業 埋蔵文化財の調査、保存、活用等に関する事業 
埋蔵文化財の研究、資料の収集、整理及びこれらの成果等の刊行に関する事業 
埋蔵文化財に関する展示、公開、セミナー、講演会等の普及啓発に関する事業等

組 織 図
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き づ が わ し

津川市五
ごりょういけひがし

領池東瓦窯跡）
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